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（本町西）

（袋　町）

　
　
院
院

定
予
医
医

の旬
上
田
口

月2　
　
池
山

7日

11日

難

贈
　
籔

講錨

鎚
　
糊

灘
　
　
“

韓

　
　
噺

膨

琳
．

嚢羅

羅
讐

撚・　　　　　　　『撒

　
正
月
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
今
年
が
八

回
目
で
す
．

　
二
日
の
午
前
十
時
三
十
分
、
A
コ
ー

ス
一
組
か
ら
順
番
に
総
合
セ
ン
タ
ー
前

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雪
で
、
道

路
は
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
の
状
態
で
し
た
．

　
百
七
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
ま
り
苫
に
も
せ
ず
、
ニ
キ

，
ロ
か
ら
五
キ
ロ
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
で
、
沿
道
の
人
た
ち
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
豪
雪
の
た
め
中
止
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
主
催
者
側
は
、
朝
か

ら
の
雪
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
無
事

実
施
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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一議会一

告報

　
第
十
二
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
二
十
二
日
か

ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
　
主
な
審
議
事
項
は
、
五
十
五
年
度
の
各
会
計
の
決

算
認
定
、
条
例
改
正
、
五
十
六
年
度
会
計
の
補
正
、

そ
れ
に
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
で
す
。

　
決
算
内
容
の
詳
細
（
一
般
会
計
）
は
別
掲
と
し
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
を
の
ほ
か
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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般
質
間
は
五
氏

臨
調
答
申
の
扱

◇
若
山
三
郎
議
員

①
母
子
健
康
セ
ン
タ
i
運
営
に
つ
い
て

②
臨
調
第
一
次
答
申
職
員
定
数
の
削
減

に
つ
い
て

◇
根
津
町
長

①
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
四
十
年

に
建
築
、
四
十
一
年
一
月
に
開
所
、
以

来
十
六
年
間
に
千
五
百
八
十
八
人
の
子

供
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
五
十
年

に
は
川
西
町
で
生
ま
れ
た
子
供
の
う
ち

九
十
人
が
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
が
、

五
十
五
年
に
は
百
十
人
の
う
ち
、
四
十

三
人
し
か
利
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
に
時
代
の
推
移
で
年
々
利
用
者
は
減

っ
て
い
る
が
、
費
用
の
点
で
は
病
院
利

用
の
半
額
く
ら
い
で
あ
る
。

　
特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
な
ど
、

一
般
財
源
の
充
当
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
今
後
も
母
子
検
診
や
指
導
な
ど
の

面
で
利
用
し
て
い
き
た
い
。

い
方
な
ど

　
運
営
に
当
た
っ
て
は
十
分
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
ろ
う
。

②
本
庁
職
員
は
類
似
団
体
に
比
べ
て
十

二
人
多
く
、
保
育
所
、
診
療
所
な
ど
の

施
設
職
貫
は
三
十
九
人
多
い
。
施
設
を

造
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
や
り
、
雇
用

を
増
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
改
善
の
必

要
が
あ
れ
ば
改
め
て
い
く
。

　
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、
町
の
職
員

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
人
も
大

ぜ
い
い
る
。
新
陳
代
謝
も
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
採
用
の
道
も
開
い
て
や
り

た
い
。

◇
上
村
広
治
議
員

①
役
場
職
員
の
新
採
用
に
つ
い
て

②
水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て

◇
根
津
町
長

①
川
西
町
は
昭
和
三
十
一
年
に
合
併
以

来
、
業
務
、
施
設
な
ど
の
拡
大
に
伴
い

現
在
は
当
時
の
三
倍
の
職
員
数
に
な
っ

て
い
る
。

　
採
用
に
つ
い
て
は
、
五
十
六
年
ま
で

一
般
公
募
制
試
験
を
や
っ
て
き
た
が
、

そ
の
後
は
定
数
抑
制
の
た
め
公
募
を
や

め
、
暫
定
補
佐
員
の
中
か
ら
県
人
事
事

務
組
合
の
試
験
に
よ
り
採
用
し
て
い
る
。

保
母
、
用
務
員
は
公
募
し
て
い
る
。

　
臨
調
で
も
自
然
減
を
利
用
し
て
定
数

減
を
図
る
よ
う
指
摘
し
て
い
る
。
理
想

的
な
年
齢
構
成
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　
公
募
に
よ
る
新
採
用
は
、
臨
調
答
申

と
も
か
ら
め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。
②
水
田
利
用
再
編
対
策
も
二
期
に
入
っ

て
い
る
。
転
作
作
物
が
定
着
し
な
い
中

で
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
で

あ
る
。
米
の
生
産
は
適
地
適
作
で
や
っ

て
も
ら
う
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　
転
作
作
物
の
流
通
対
策
と
価
格
保
障

強
化
を
願
い
た
い
。
転
作
目
標
達
成
が

食
管
制
度
を
守
り
、
食
糧
の
自
給
率
向

上
や
公
共
事
業
導
入
に
も
大
き
く
影
響

す
る
。
川
西
町
の
五
十
六
年
度
の
達
成

率
は
一
〇
三
・
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
基
盤
整
備
に
よ
る
農
家
負
担
は
転
作

が
か
ら
み
重
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
財
産
づ
く
り
の
た
め
と
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
計
画
化
、
団
地
化
を
部
落
ご
と
に
積

極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
町
、
農
協
、

土
地
改
良
区
な
ど
関
係
団
体
で
協
力
し
、

将
来
の
転
作
定
着
の
た
め
努
力
願
い
た

い
。

◇
登
坂
茂
議
員

①
今
年
冬
の
県
道
・
町
道
の
除
雪
に
つ

い
て
②
県
道
・
大
倉
地
内
の
段
切
り
工
事
促

進
に
つ
い
て

◇
根
津
町
長

①
豪
雪
を
克
服
す
る
こ
と
が
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
連
な
る
。
五
六
豪
雪
は
数
．

数
の
体
験
と
教
訓
、
そ
れ
に
災
害
を
残

し
た
。
除
雪
体
制
が
前
の
年
よ
り
後
退

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
い
か
な
る
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
無
制

限
に
道
路
に
雪
を
出
さ
れ
て
は
道
路
の

機
能
維
持
は
で
き
な
い
。
除
雪
協
力
会

の
方
々
が
地
域
住
民
の
方
々
を
指
導
し

て
い
る
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

②
県
道
小
自
倉
木
落
線
で
暮
れ
に
死
亡

事
故
が
起
こ
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
痛
ま

し
い
こ
と
だ
っ
た
。
地
域
関
係
者
の
熱

意
の
も
と
に
開
削
さ
れ
、
県
道
に
昇
格

し
た
路
線
で
あ
る
。
五
六
豪
雪
も
切
り

抜
け
て
い
る
。
運
行
者
の
い
っ
そ
う
の

注
意
を
呼
び
掛
け
た
い
。

　
大
倉
地
内
は
、
引
き
続
い
て
工
事
を

進
め
て
い
る
。
し
か
し
昨
年
の
大
雪
で

　
　
　
　
　
　
さ
く

は
な
だ
れ
防
止
柵
が
傾
く
な
ど
防
雪
効

果
が
薄
か
っ
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
五
十
七
年
四
月
か
ら

国
道
四
〇
四
号
線
に
昇
格
す
る
。
改
良

整
備
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
早
期
に

な
だ
れ
の
な
い
場
所
に
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

◇
戸
田
哲
次
議
員

①
予
算
編
成
の
原
点
に
つ
い
て

②
自
然
災
害
防
止
事
業
債
と
川
西
町
の

対
応
に
つ
い
て

◇
根
津
町
長

①
地
方
自
治
体
は
、
二
割
自
治
と
か
三

割
自
治
と
か
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
国

や
県
の
予
算
に
左
右
さ
れ
る
町
づ
く
り

の
要
素
が
非
常
に
多
い
。

　
政
府
の
五
十
七
年
度
予
算
編
成
方
針

に
よ
れ
ば
、
・
内
需
の
拡
大
に
よ
る
景

気
回
復
・
臨
調
答
申
の
尊
重
・
財
政
再

建
が
柱
で
あ
る
。

　
町
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
年
早
々
か

ら
編
成
作
業
に
入
る
が
、
極
力
む
だ
を

省
き
投
資
的
分
野
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。
全
町
民
が
町
づ
く
り
に
協
力
し

て
く
れ
る
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
る
よ

う
、
ま
た
臨
調
第
一
次
答
申
に
添
う
よ

う
努
力
す
る
。
高
速
交
通
時
代
に
対
応

し
て
、
若
者
が
喜
ん
で
住
め
る
町
づ
く

り
が
目
標
で
あ
る
。

②
自
然
災
害
防
止
事
業
債
制
度
は
五
十

三
年
度
に
創
設
さ
れ
た
。
町
で
も
五
十

四
、
五
十
五
の
両
年
度
に
わ
た
り
山
野

田
川
、
浄
土
川
、
藤
沢
地
内
の
段
切
り

工
事
で
千
五
百
二
十
万
の
借
り
受
け
を

し
て
い
る
。

　
起
債
は
元
利
償
還
の
際
、
最
低
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
高
五
七
パ
ー
セ
ン

ト
ま
で
特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
と

い
う
有
利
な
も
の
で
あ
る
。
　
（
川
西
町

の
五
十
七
年
度
分
の
試
算
で
は
四
〇
パ

ー
セ
ン
ト
く
ら
い
）

　
極
め
て
取
り
組
み
や
す
い
事
業
で
あ

る
の
で
、
適
切
な
考
え
に
よ
っ
て
対
応

す
る
。
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◇
田
中
与
三
郎
議
員

①
川
西
町
と
十
日
町
市
を
結
ぶ
新
大
橋

架
橋
運
動
の
促
進
に
つ
い
て

②
川
西
町
河
川
愛
護
会
の
全
町
一
本
化

に
つ
い
て

◇
根
津
町
長

①
川
西
、
十
日
町
間
の
浅
川
原
付
近
の

交
通
渋
滞
は
年
々
増
し
て
い
る
。
十
日

町
橋
と
栄
橋
の
間
の
橋
と
し
て
国
鉄
鉄

橋
を
利
用
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と

の
こ
と
だ
。

　
国
道
二
五
二
号
線
の
改
良
が
全
線
終

了
し
て
か
ら
中
間
橋
を
考
え
る
と
建
設

省
で
は
い
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
期
が

到
来
し
た
。

　
ル
ー
ト
を
決
め
る
に
は
、
ま
ず
結
束

が
重
要
と
思
う
の
で
十
日
町
市
と
話
し

合
い
た
い
。
両
議
会
で
も
話
し
合
っ
て

ほ
し
い
。定
例
会
最
終
日

②
信
濃
川
の
た
び
重
な
る
洪
水
に
地
区

住
民
は
生
活
を
脅
か
さ
れ
て
き
た
。
五

十
年
に
約
十
キ
ロ
の
堤
防
が
つ
な
が
り

そ
の
と
き
に
河
川
愛
護
会
が
で
き
た
。

　
愛
護
会
は
、
信
濃
川
に
つ
な
が
る
小

河
川
の
改
修
に
つ
い
て
も
強
力
な
運
動

を
し
て
き
た
。

　
み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、

町
を
あ
げ
て
対
処
せ
よ
と
の
こ
と
だ
が
、

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
住
み
よ
い
郷

土
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
衛
生
思
想
の

普
及
に
努
め
た
い
。
現
在
の
愛
護
会
と

は
性
格
が
違
う
が
、
新
年
度
を
期
し
全

町
一
本
化
を
図
り
た
い
。

条
例
の
制
定
と
改
正

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
月
額
を
改
正

し
ま
し
た
。

▽
藤
巻
褒
賞
金
の
設
置
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
制
定

　
藤
巻
力
雄
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
寄

付
金
を
、
上
野
小
学
校
児
童
の
健
全
育

成
の
た
め
の
基
金
と
し
て
設
置
し
ま
し

た
。

55年度決算

総額4，343万円を繰り越す
　55年度の各会計の決算は別表のとおりです。

　一般会計では3，489万円の黒字、特別会計では4つの会計が

黒字となり、総額で4，343万円が翌年度に繰り越されました。

単位：円55年度各会計の決算状況

会計区分 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額

一　般　会　計 2，613，323，755 2，578，427，461 34，896，294

特
別
会
計

国民健康保険 409，519，608 400，434，220 9，085，388

国保診療所 83，632，981 81，251，108 2，381，873

仙田へ
出　診、月

16，031，694 21，908，118 △　　　5，876，424

歯科診療所 44，049，794 67，120，353 △　　23，070，559

農業共済事業 83，814，479 58，497，318 25，317，161

簡易水道 218，658，927 217，958，281 700，646

合　　　計 3，469，031，238 3，425，596，859 43，434，379

▽
川
西
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

給
料
表
な
ど
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
は

三
件

▽
千
手
地
区
県
道
街
路
灯
改
設
に
関
す

る
請
願

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
継
続

審
査
▽
庚
塚
運
動
場
夜
間
照
明
施
設
に
関
す

る
請
願

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
継
続

審
査
▽
地
域
の
公
共
交
通
確
保
に
関
す
る
請

願　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
継
続

審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

雪
害
対
策

　
特
別
委
員
会
を
設
置

　
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
滋
野
一
郎

○
小
海
貞
二

〇
高
橋
弥
太
郎

○
平
野
正
義

○
戸
田
哲
次

○
押
木
元
男

○
登
坂
　
茂

○
高
橋
礼
三

　
　
　
　
ξ

一
般
会
計
は

大
幅
な
補
正

▽
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
号
）

　
九
千
五
百
六
十
二
万
一
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
二
十
六
億
九
千
百
三
十
七
万
九
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
目
だ
つ
の
は
、
久
保
山
用
地

購
入
費
が
二
千
二
百
一
万
九
千
円
、
歯

科
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
の
二
千
三

百
七
万
一
千
円
、
そ
れ
に
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
の
工
事
請
負
費
が
一
千

九
十
七
万
一
千
円
増
加
し
た
こ
と
な
ど

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
給
与
条
例
改
正
に

伴
う
増
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
補

正
が
さ
れ
ま
し
た
。

積雪の比較
午前9時現在（単位：Cη）

月日
57年 56年 55年

分遣所 川西ダム 分遣所 川西ダム 分遣所

1．　1 0 14 170 220 1
1．　5 0 15 210 257 0

1．10 4 30 224 260 21

1．15 350 370 60

1．20 345 385 137

1．25 360 382 180

1．31 372 393 130

馬
場
卜
禅
さ
ん
叙
勲

　
昨
年
十
二
月
六
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
馬
場
卜
禅
さ
ん
（
元
町
）

に
勲
六
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
馬
場
さ
ん
は
、
長
年
川
西
町
議
会

議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
こ
の
間

昭
和
三
十
二
年
か
ら
一
二
十
四
年
ま
で

は
議
長
の
要
職
に
あ
り
ま
し
た
。
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思
い
や
り
の
あ
る

町
づ
く
り
の
年
に

町
長
根
津
正
三

昭
和
五
十

七
年
の
輝
か

し
い
新
春
を

迎
え
、
皆
々

様
の
ご
健
康

と
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
も
ま
た
厳
し
い
町
財
政
の
も
と
で
、
多
く
の

仕
事
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
今
年
は
戌
年
で
す
。
戌
年
生
ま
れ
の
方
は
義
理
人

情
に
厚
く
、
我
が
身
を
削
っ
て
も
人
に
尽
く
し
、
陰

ひ
な
た
な
く
働
く
か
ら
信
用
が
厚
い
、
と
も
の
の
本

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
今
年
は
戌
年
に
あ
や
か
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
っ
そ
う
盛
ん
に
し
て
い
た

だ
き
、
連
帯
感
を
深
め
、
心
の
通
う
思
い
や
り
の
あ

る
町
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
年
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
お
産
を
軽
く
済
ま
せ
る
た
め
に
戌
の
日
に
岩
田
帯

を
締
め
る
と
い
い
ま
す
が
、
お
産
の
軽
い
犬
に
あ
や

か
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
戌
年
は
安
産
の
年
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
口
の
増
え
る
町
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
生
み
盛
り
の
若
い
人
た
ち
が
住
み
つ
い
て
、

か
わ
い
い
子
供
た
ち
を
三
人
も
四
人
も
生
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
一
月
二
十
日
に
は
、
合
併
二
十
五
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
四
半
世
紀
に
わ
た
る

行
政
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
川
西
町
の
発

展
に
処
す
る
決
意
を
さ
ら
に
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

町
民
が
心
を
一
に
し
て
町
づ
く
り
の
理
想
に
向
か
っ

て
進
む
た
め
に
町
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

交
通
安
全
思
想
を
高
揚
し
、
全
町
民
が
心
を
合
わ
せ

て
悲
惨
な
事
故
を
一
掃
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
交
通

安
全
憲
章
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
み
ぞ
う
の
大
雪
を
記
録
し
た
「
五
六
豪
雪
」
は
大

き
な
被
害
を
残
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
豪
雪
対
策
の

た
め
に
大
き
な
試
練
と
教
訓
も
残
し
て
い
ま
す
。

　
年
々
の
事
柄
が
川
西
町
の
歴
史
に
刻
み
込
ま
れ
、

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長

小

川

清

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
年
の
輝
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
新
春
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
も
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
町
民
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
の
ご
健
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ご
繁
栄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
近
年
ま
れ
に
み
る
豪
雪
に
よ
り
、
皆
々

様
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
苦
労
を
な
さ
い
ま
し
た

が
、
本
年
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
八
月
に
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
議
会
改
選
が

二
十
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
の
荒

波
は
大
き
な
過
疎
化
現
象
を
残
し
ま
し
た
が
、
反
面
、

大
き
な
発
展
的
変
ぼ
う
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
す
べ

て
の
町
民
が
、
ま
た
す
べ
て
の
団
体
が
一
丸
と
な
っ

て
町
づ
く
り
に
専
念
し
た
た
ま
も
の
で
す
。
し
か
し

反
省
す
べ
き
こ
と
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
経

済
は
安
定
成
長
に
移
行
し
、
町
づ
く
り
も
あ
る
程
度

進
行
し
た
今
日
、
む
だ
を
省
き
、
見
直
し
を
行
っ
て

行
財
政
に
弾
力
性
を
も
た
せ
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
や
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
急
務

で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
も
国
の
臨
時
行
政
調
査
会

に
な
ら
っ
て
、
川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会
を
設
け

て
諮
問
し
、
昨
年
十
二
月
七
日
に
第
一
次
答
申
を
受

行
わ
れ
、
議
員
定
数
も
二
十
二
人
か
ら
二
十
人
に
減

じ
て
い
ま
す
。
少
数
な
が
ら
、
最
善
を
尽
ミ
し
て
町

政
の
運
営
に
誤
り
の
な
い
よ
う
、
ま
た
町
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
、

川
西
町
発
展
の
た
め
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ん
た
つ

と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
と
ご
鞭
健
く
だ
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
政
府
に
お
い
て
は
、
国
の
財
政
再
建
の
た
め
、
臨

時
行
政
調
査
会
の
第
一
次
答
申
を
受
け
て
、
昭
和
五

十
七
年
度
の
予
算
を
「
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
」
で
組
む

と
の
こ
と
で
す
。

　
川
西
町
で
も
、
政
府
の
方
針
に
の
っ
と
り
、
県
内

の
市
町
村
に
先
が
け
て
川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会

を
昨
年
の
十
一
月
に
設
け
て
、
町
行
政
の
合
理
化
・

効
率
化
の
推
進
お
よ
び
財
政
の
再
建
に
関
す
る
緊
急

課
題
を
諮
問
し
、
十
二
月
七
日
に
第
一
次
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
実
に
厳
し
い
も
の

で
す
。
二
月
に
は
第
二
次
答
申
が
出
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
当
局
で
、
こ
れ
ら
答
申
事
項
を
い
か
に
行
財
政

け
、
さ
ら
に
二
月
に
は
第
二
次
答
申
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
極
め
て
厳
し
い
も
の

で
す
が
、
町
の
将
来
を
考
え
、
勇
断
を
も
っ
て
昭
和

五
十
七
年
度
予
算
か
ら
で
き
る
だ
け
実
行
に
移
し
て

い
き
ま
す
。
む
だ
を
省
い
て
重
点
事
項
を
積
極
的
に

行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
の
面
で
影
響
が

で
て
き
ま
す
が
、
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
先
輩
各
位
が
培
っ
た
川
西
町
二
十
五
年
の
歴
史
の

上
に
立
っ
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
住
民
意
識
の
変

ぼ
う
に
対
応
し
な
が
ら
、
職
員
一
同
心
を
合
わ
せ
て

職
務
に
専
念
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ

う
、
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

に
取
り
入
れ
る
に
せ
よ
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

常
に
町
民
全
体
の
立
場
か
ら
、
特
に
慎
重
に
審
議
を

重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
事
項
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
の
発
展
策
に
つ
い
て
英
知
を
出
し
合

い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら
も
低
成
長
に
移
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
耐
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
特
に
町

づ
く
り
の
た
め
、
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
川
西
町
は
農
政
面
を
は
じ
め
と
し
て
、
教
育
、
道

路
、
治
山
治
水
、
そ
れ
に
社
会
福
祉
、
保
育
施
設
な

ど
、
お
お
む
ね
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
雪
害

対
策
や
住
民
の
安
全
対
策
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

若
人
の
職
場
開
発
等
々
、
地
域
の
振
興
に
向
け
て
町

民
皆
様
の
総
意
の
も
と
に
、
ま
す
ま
す
の
町
発
展
を

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
川
西
町
各
地
域
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
、

調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
の
た
め
尽
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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庸巽癒災害
掌

家族そろって

加入しましょう

　
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で
お
互
い
が

助
け
合
い
、
万
一
の
場
合
最
高
百
万
円

の
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
交
通
災
堂
晃
ハ

済
の
加
入
募
集
期
間
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
五
十
六
年
度
の
川
西
町
の
加

入
者
は
八
千
五
百
十
二
人
、
加
入
率
で

は
八
四
．
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
見
舞

金
の
給
付
状
況
は
二
士
二
件
・
百
十
七

万
円
（
五
十
六
年
十
二
月
末
現
在
）
と

た
い
へ
ん
多
く
の
方
々
に
給
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
の
方
が

未
加
入
で
あ
り
、
こ
の
中
で
事
故
に
遭

い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
が
何
人

か
い
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
。
自

動
車
に
よ
る
事
故
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

歩
行
中
の
車
に
よ
る
事
故
、
自
転
車
事

故
（
小
児
用
は
除
く
）
、
バ
イ
ク
、
耕

う
ん
機
な
ど
の
車
両
に
よ
る
事
故
は
ほ

と
ん
ど
給
付
対
象
と
な
り
、
請
求
手
続

き
も
簡
単
で
す
。

　
さ
て
、
五
十
七
年
度
の
加
入
者
の
募

集
は
、
ま
も
な
く
町
内
の
嘱
託
員
を
通

し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
三
月
末
日
で

共
済
期
間
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
す
る

と
と
も
に
、
未
加
入
の
方
に
つ
い
て
も

ぜ
ひ
加
入
す
る
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　
会
費
は
、
大
人
も
子
供
も
一
律
年
間

三
百
五
十
円
で
す
。

　
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
今
日
、

い
つ
ど
こ
で
ど
ん
な
形
で
事
故
に
遭
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
そ
ろ
っ
て
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
の
詳
し
い
こ
と
や

加
入
・
見
舞
金
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
役
場
の

住
民
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
申
し
込
み
受
け
付
け
場
所

・
県
信
用
川
西
支
店

・
川
西
町
農
協
千
手
支
所

．
　
　
〃
　
上
野
支
所

．
　
　
“
　
橘
支
所

．
　
　
〃
　
仙
田
支
所

・
川
西
町
役
場
会
計
窓
口

麟轟糎税8加
　このたび、新潟県知事から昭和57年度水田利

用再編対策目標面積と57年産米事前売渡申込限

度数量配分についての内示がありました。

　これによりますと、川西町への配分数量は、

転作目標面積が121．8加で前年度より1触多く、

また売渡申込限度数量では60，626俵で前年度よ

り159俵少なくなっています。

◎配分数量　　　　　　（）内は56年度

・57年度転作等目標面積　　〔ア＋イ『ウ±エ〕

　　　　　　　　　　　　121．8触（120．8肋）

　内訳ア．第2期期間中転作等目標面積

　　　　　　　　　　　　129．8肱（129．8加）

　　　イ．56年度未達成面積　　一触（　一醐

　　　ウ、57年度特別緩和面積8，0加（9．0肱）

　　　エ。出入作調整面積　　O．0触（0．O触）

・57年産米事前売渡申込限度数量

　　　　　　　　　　　60，626俵（60，785俵〉

　内訳　うるち米　　　57，216俵（56，301．5俵）

　　　　もち米　　 3，410俵（4，483．5俵）
◎川西町の配分方法

・1月下旬から2月上旬ごろまでに部落ごとの

　配分を行う予定です。

・部落別目標面積は、56年度未達成の部落、お

　よび面積移動の大きい部落など、特定の部落

　を除いては、56年度目標を徴調整し、配分す

　る予定です。

・転作推進の基本的事項は、56年度と同様r部

　落ぐるみの話し合いによる集団転作の推進」

　とします。

「
き
ー
ん
　
　
季
f
し

協
二
＋
歳
に
な
．
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

ね　　
　
一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で
す
。

　
　
　
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
　
　
　
　
審
薦

　
　
皆
さ
ん
に
は
、
成
人
と
し
て
の
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
α

　
　
の
権
利
が
得
ら
れ
る
と
同
時
に
、
果
　
　
　
　
　
τ
し
》

　
　
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
や
責
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
篇
　
　
　
　
．
艶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

任
も
生
じ
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
国
と
加
入
者

が
連
帯
し
て
老
後
の
所
得
保
障
と
不

慮
の
事
故
に
備
え
る
と
と
も
に
、
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
第
一
の
目

的
と
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
老
後

の
所
得
保
障
と
し
て
の
老
齢
年
金
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
長
い
人
生
の
途

中
の
不
慮
の
で
き
ご
と
に
も
い
ろ
い

ろ
な
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
に
は
障
害
年
金
が
、
↓
家
の

働
き
手
で
あ
る
ご
主
人
に
先
だ
た
れ

十
八
歳
未
満
の
子
供
を
抱
え
る
母
子

家
庭
に
な
っ
た
と
き
に
は
母
子
年
金

が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
準

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
成
人
の
皆
さ
ん
。
国
民
年
金
に
加

入
し
、
将
来
の
生
活
設
計
を
よ
り
確

か
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

膨
顎
、
曽

帽
9
議
盛
濠

　
箋
・

薦
鱗
耀

年
筆
帳

保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
毎
月
納
付
に

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
原
則
と
し

て
三
か
月
分
ず
つ
ま
と
め
て
、
年
四

回
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
保
険
料
の
増
額
に
よ

っ
て
、
五
十
年
か
ら
は
二
か
月
納
付

に
切
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
今
年
の
四
月
か
ら
は
、

保
険
料
が
一
か
月
五
千
二
百
二
十
円

に
な
り
ま
す
の
で
、
四
月
分
か
ら
は

毎
月
納
付
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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“
農
業
と
暮
ら
し
を
守
る
”

農
　
業
　
共

　
転
作
に
象
徴
さ
れ
る
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
農
業
共
済
で
は
、

異
常
気
象
に
よ
る
減
収
や
転
作
の
定
着
化
な
ど
に
対
応
し
て
、
全
相
殺
農
単
方

式
、
ま
た
大
豆
共
済
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
農
家
の
安
定
生
産
確
保
の
た
め
、

さ
ら
に
補
償
の
拡
大
と
充
実
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

建
物
共
済
加
入

百
十
億
円
の
信
頼
感

　
町
の
農
業
共
済
で
実
施
し
て
い
る
建

物
共
済
は
、
千
八
百
戸
の
皆
さ
ん
か
ら
、

二
千
四
百
棟
・
百
十
億
円
の
加
入
を
い
た

だ
い
て
い
る
よ
う
に
信
頼
さ
れ
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
っ
て
き
ま
し
た
。

冬
場
の
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
さ
ら

に
高
額
加
入
に
よ
っ
て
、
助
け
合
い
の

輪
を
広
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

家
屋
と
家
財
で

二
千
五
百
万
円
の
財
産

　
現
在
、
新
築
家
屋
の
場
合
三
・
三
平

方
メ
ー
ト
ル
（
一
坪
）
当
た
り
三
十
五

万
円
は
か
か
る
と
い
わ
れ
、
標
準
的
な

家
屋
で
は
お
よ
そ
千
七
百
万
円
、
ま
た

家
財
（
家
具
、
衣
類
な
ど
）
は
平
均
的

な
家
族
で
八
百
万
円
く
ら
い
の
調
達
価

格
が
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
合
わ
せ

て
二
千
五
百
万
円
以
上
の
財
産
に
な
り

ま
す
。暮

ら
し
を
守
る
た
め

米
一
俵
分
の
備
え
を

　
こ
れ
ら
の
財
産
は
先
祖
か
ら
受
け
継

ぎ
、
あ
る
い
は
何
十
年
来
の
苦
労
に
よ

っ
て
築
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が

一
瞬
の
ス
キ
で
灰
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、

長
年
の
暮
ら
し
も
破
壊
さ
れ
、
暗
い
生

活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

少
な
く
と
も
米
一
俵
分
相
当
の
掛
金
、

千
五
百
万
円
以
上
の
加
入
は
ぜ
ひ
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

火
の
用
心
は

　
暖
房
器
具
と
台
所
か
ら

　
こ
こ
数
年
、
町
内
で
は
冬
期
間
に
火

災
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
発
生
の
原
因

は
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
豆
炭
コ
タ
ツ
な
ど

の
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
不
注
意
に
よ

る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
石
油

　
　
が
ま

風
呂
釜
や
台
所
の
ガ
ス
の
消
し
忘
れ
な

ど
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
台
所
や

部
屋
を
空
け
る
と
き
に
は
、
よ
く
確
か

め
る
習
慣
を
つ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

た
だ
今
加
入
者
に

記
念
晶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
中

　
た
だ
今
農
業
共
済
で
は
、
部
落
の
共

済
連
絡
員
が
記
念
品
を
お
配
り
す
る
な

ど
し
て
、
建
物
共
済
の
特
別
推
進
を
行

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
掛
金
や
加
入
額
に

つ
い
て
ご
相
談
の
う
え
、
納
得
の
い
く

ま
で
検
討
し
、
ぜ
ひ
高
額
加
入
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
不
明

の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な

く
農
業
共
済
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

圃
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

寺
ケ
崎
部
落
・
清
水
邦
吉
、
川
崎
信

夫
（
学
校
町
）
、
羽
鳥
仁
平
（
伊
友
）
、

星
名
茂
利
（
上
野
）
、
小
海
八
太
郎

　
（
小
根
岸
）
、
田
口
一
男
（
木
落
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
苅
干
山
五
ケ
村
割
賦
帳
（
一
七
〇

二
）
・
取
極
申
対
談
書
之
事
i
官
軍

御
用
の
た
め
人
足
差
出
し
の
取
極
め

ー
（
一
八
六
八
）
・
相
渡
申
一
札
之

事
－
打
続
く
違
作
の
た
め
救
米
の
願

い
ー
（
一
八
三
三
）
・
差
上
申
一
札

之
事
－
関
所
通
行
の
願
い
ー
（
一
八

三
二
）
・
出
入
一
件
済
方
書
附
三
通

－
嘉
藤
治
年
貢
不
正
取
立
ほ
か
ー

（
一
八
五
〇
）
・
村
鑑
－
川
西
郷
及
び

近
隣
各
村
明
細
帳
1
（
一
六
九
四
）

・
三
領
木
落
両
村
新
開
江
筋
地
代
金

割
賦
覚
帳
（
一
八
二
七
）
・
児
童
の

生
活
指
導
と
し
て
の
教
育
環
境
（
一

九
三
六
）

　
以
上
総
数

一
、
五
一
一
〇
件

　
（
十
二
月
末
日
）

「
町
史
こ
ぼ
れ
話
」

　
歴
史
読
物
の
静
か
な
ブ
ー
ム
と
で

も
い
う
か
、
身
近
な
「
町
史
こ
ぼ
れ

話
」
の
売
れ
行
き
が
よ
く
て
う
れ
し

い
。
町
の
昔
を
か
い
ま
伝
え
る
こ
の

冊
子
を
求
め
て
、
毎
日
ど
な
た
か
が

編
さ
ん
室
を
た
ず
ね
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
。
余
分
を
見
越
し
て
印
刷
は
し

た
が
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
い
ず
れ

増
刷
も
必
至
の
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
第
一
集
で
は
実
に
残
念
な
こ
と
を

し
た
。
近
世
後
半
の
貴
重
な
「
こ
ぼ

れ
話
」
を
、
い
ざ
印
刷
と
い
う
直
前

で
次
号
に
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

て
ま
で
発
刊
す
る
わ
け
に
い
か
ず
、

当
初
の
企
画
を
か
な
り
割
愛
し
て
二

百
ぺ
ー
ジ
以
内
に
収
め
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
。
活
字
に
組
ま
れ
て
出

番
を
待
つ
こ
の
部
分
は
、
第
二
集
に

は
ま
ち
が
い
な
く
掲
載
で
き
る
。

　
「
こ
ぼ
れ
話
」
の
編
さ
ん
を
通
じ

て
、
監
修
し
て
く
だ
さ
っ
た
竹
内
教

授
は
じ
め
、
金
山
教
育
委
員
長
や
識

者
各
位
か
ら
得
が
た
い
ご
指
導
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
例

を
仏
教
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽



1【7】”1””””””lll””1”””IIllIllIlll””””1”ll”1”1”””Ill”1””II”1”lli””IIII川II”1””Illl“1”IIll”ll”II””1””“lll”lll””Illlll広報かわにし／昭和57年　1月10日発行

蕪聾禦i懸墜嚢盛十
二

　
　
　
社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
で

　
　
は
、
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

　
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
職
員
募
集

　
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
　
▽
職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
別

　
　
表
の
と
お
り

　
　
▽
年
齢
　
各
職
種
と
も
五
十
歳

　
　
ま
で

　
　
▽
応
募
者
説
明
会
　
日
時
・
一

　
　
月
二
十
日
午
前
十
時
か
ら

　
　
場
所
・
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ

　
　
　
ー
ル

　
　
▽
職
員
採
用
中
込
書
　
説
明
後

　
　
　
に
配
付
し
ま
す
。

月
初
旬
の
工
事
風
景

採用予定人員職種別表

職　　種
採用予定

人員性別
職　務　内　容 資　　格　　等 その他

生活指導員
性別不問

若干名
入所者の世話・生活指導等
に従事する

大学で心理学・教育学・社
会学等を修めて卒業した人

宿直早番・遅
番の勤務あり

作業指導員
性別不問

若干名
歪纏鵯話●作業指導等 指導する業務について相当

の経験及び技能を有する人 同　　　上

介　助　員
女　　子

若干名
入所者の世話・生活作業指
導員等の補助に従事する 同　　　　上 同　　　上

還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
お
早
め
に

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
は
、
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す

が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
領
収
書
、
証
明
書
、

勤
務
先
が
発
行
し
た
源
泉
徴
収
票
な
ど

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
、
お
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
、
医

療
費
控
除
や
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
受

け
る
た
め
に
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に

は
、
簡
単
な
申
告
書
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　諒掠

槽駕

耗霧1署・

藤
て二も8
㌧1

ま

〃◎◎〃

、

璽
嘉

の　o つ

し

塗

　　山野田地内
宅地分譲のお知らせ

　町では、今回、次の3区画を分

譲します。先着順で決定しますの

で希望者は早めにお申し込みくだ

さい。

◎千手発電所降り口付近

　山野田373－4　390．00㎡　420万円

◎町営山野田住宅前

　山野田380－39　473，91㎡　498万円

◎サージタンク先

　山野田380－63　523，09㎡　523万円

※車庫用地　町営山野田住宅前

　山野田380－50　53．60㎡　　37万円

●問い合わせ、申し込み先

　　川西町役場企画室

　　　（電話8－3111．有線2122）

『　
①
こ
れ
ま
で
は
何
の
抵
抗
も
な
く

そ
う
ど
う
し
ゅ
う

曹
洞
宗
と
呼
ん
で
き
た
が
、
正
し
く

　
そ
う
と
う
し
ゅ
う

は
曹
洞
宗
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

②
永
平
寺
貫
主
や
曹
洞
宗
貫
長
に
ま

で
進
ん
だ
高
僧
に
は
、
入
寂
後
、
俗

人
の
よ
う
に
戒
名
を
つ
け
る
の
で
な

く
て
道
号
を
贈
る
。
③
壇
家
の
人
た

ち
が
「
お
は
ぎ
」
を
作
る
の
は
お
寺

の
「
月
忌
納
め
」
で
あ
る
。
④
お
経

の
セ
ン
ボ
ウ
・
タ
ン
ブ
ツ
に
用
い
る

み
ょ
う
は
ち

鳴
鉢
や
、
血
脈
を
授
け
る
と
き
導
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
し
ゃ
く

が
お
経
の
区
切
り
に
打
つ
戒
尺
（
法

要
の
準
備
状
況
を
知
ら
せ
る
と
き
も

使
う
）
、
お
経
の
区
切
り
や
会
図
に

　
　
　
け
い
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う

用
い
る
馨
子
は
、
木
魚
・
鉦
な
ど
も

含
め
て
仏
具
と
呼
称
す
る
。

　
ご
好
評
に
こ
た
え
、
今
年
の
秋
ま

で
に
発
刊
す
る
第
二
集
に
は
次
の
内

容
を
予
定
し
て
い
る
。

　
正
保
年
間
に
起
き
た
北
田
如
意
庵

の
数
奇
な
由
来
を
、
作
家
の
長
谷
川

伸
先
生
が
執
筆
し
て
広
報
た
ち
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ぴ
た
ま

に
連
載
し
た
時
代
小
説
「
呼
魂
」

　
文
久
元
年
の
秋
、
滝
谷
琢
宗
が
太

郎
丸
の
真
福
寺
か
ら
川
西
を
通
り
、

三
国
街
道
を
越
え
て
江
戸
駒
込
の
吉

祥
寺
ま
で
五
泊
六
日
の
旅
を
し
た
と

き
の
「
琢
宗
禅
師
道
中
日
記
」

　
庄
屋
様
が
百
姓
か
ら
上
納
金
を
過

分
に
取
り
立
て
、
こ
の
金
を
毎
年
少

し
ず
つ
着
服
し
、
発
覚
し
て
村
中
が

大
騒
ぎ
に
な
り
、
と
き
の
井
伊
大
老

に
ま
で
越
訴
し
て
十
余
年
間
も
争
っ

た
「
仙
田
村
の
コ
バ
モ
ン
騒
動
」

　
三
桶
の
渡
し
と
荷
継
ぎ
を
め
ぐ
っ

て
、
刈
羽
郡
山
野
田
村
・
三
桶
村
と

渋
海
川
を
は
さ
ん
で
赤
谷
村
と
の
間

に
起
き
た
「
荷
継
場
の
争
い
」

　
圧
政
に
し
い
た
げ
ら
れ
て
生
き
た

こ
と
を
示
す
「
強
か
っ
た
幕
府
の
支

配
力
」
、
　
「
旅
稼
ぎ
の
い
ま
し
め
」

　
苦
し
い
生
活
の
中
で
、
小
さ
な
楽

し
み
も
な
く
は
な
か
っ
た
「
あ
こ
が

れ
の
江
戸
行
」
、
　
「
仙
田
の
正
月
」

　
切
な
く
て
信
仰
に
生
き
た
「
宗
門

人
別
帳
」
、
　
「
お
庚
申
さ
ま
」
、

「
三
領
の
オ
ノ
コ
サ
マ
」

　
今
は
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
「
千

手
の
む
か
し
」
、
「
渋
海
所
の
筏
師
」
、

「
座
繰
り
ま
わ
し
」
、
な
ど
。

　
近
．
現
代
史
の
史
料
紹
介
を
兼
ね

て
、
千
手
町
村
．
中
野
村
・
橘
村
・

仙
田
村
・
上
野
村
に
起
き
た
明
治
以

降
の
動
き
も
、
年
表
に
し
て
ぜ
ひ
付

録
に
加
え
る
こ
と
を
お
約
束
し
た
い
。

　
　
1
お
知
ら
せ
ー

　
「
町
史
こ
ぼ
れ
話
」
第
一
集
の
残

部
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
新
年

を
機
会
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
遠
く
の
知

人
や
お
子
さ
ん
に
も
送
っ
て
あ
げ
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
頒
価
は
一

冊
千
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
総
合

セ
ン
タ
ー
か
役
場
の
窓
口
（
電
話
も

可
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
O

【
お
詫
び
】
前
号
の
写
真
解
説
（
小

さ
い
字
）
の
と
こ
ろ
で
文
章
が
前
後

し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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董麺麺…
　
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
は
い
ろ

い
ろ
抱
負
を
お
持
ち
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
　
昨
年
は
町
民
害
笠
早
と
い
っ
し
ょ
に
交

通
安
全
害
翌
早
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
家
庭
か
ら
、

職
場
か
ら
、
地
域
か
ら
な
く
そ
う
と
い

う
願
い
の
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
数
年
、
川
西
町
内
で
の
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、

五
百
日
を
達
成
し
た
次
の
十
二
月
十
日

に
死
亡
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
一
人

一
人
の
自
覚
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
今
回
は
、
体
験
を
通
し
て
の
話
を
三

人
の
方
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

配
慮
運
転
を

　
　
　
　
　
　
お
願
い

鞭
　
垂

沖
立
　
数

　　　　　ヲ
　　　識

雀

　
高
齢
者
の
立
場
か
ら
、
車
を
運
転
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
齢
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
歩
行
者
で

す
。
雪
国
で
の
こ
れ
か
ら
の
道
路
情
況

は
、
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
で
常
に
路
面
が

大
根
オ
ロ
シ
で
も
ま
け
た
よ
う
な
状
態

し
ま
す

藤

亘
さ
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、

車
が
三
、
四
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
こ

よ
う
も
の
な
ら
、
そ
の
シ
ブ
キ
を
よ
け

る
た
め
に
、
か
さ
や
こ
う
も
り
で
防
ご

う
と
し
て
も
「
バ
シ
ッ
」
と
や
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
　
「
ほ
ん
に
ま
あ
ニ
ッ
ク

イ
た
っ
て
、
ニ
ッ
ク
イ
た
っ
て
、
ど
こ

の
車
だ
や
ら
」
。
こ
ん
な
小
言
が
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
聞
か
れ
る
路
傍
の
あ
り
さ
ま

で
す
。

　
私
は
そ
ん
な
と
き
、
　
「
お
婆
ち
ゃ
ん
、

．
た
だ
残
念
が
っ
て
ば
っ
か
い
な
い
で
、

あ
の
車
の
番
号
を
頭
の
中
に
し
っ
か
り

覚
え
て
お
か
っ
し
ゃ
れ
、
そ
う
し
て
警

察
へ
電
話
で
届
け
ら
っ
し
ゃ
れ
、
警
察

の
衆
が
洗
た
く
代
を
取
っ
て
く
れ
る
ぜ

の
ー
」
。
こ
ん
な
方
向
で
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
戦
前
は
、
雨
天
の
と
き
や
前
述
の
よ

う
な
情
況
の
と
き
は
、
ど
ろ
よ
け
を
付

け
な
い
で
走
れ
ば
違
反
に
間
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
現
在
は
、
歩
行
者
保
護
の
た
め
に
、

除
行
運
転
を
し
、
歩
い
て
い
る
人
に
迷

惑
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ダ
ン
プ
の
運
転

に
は
十
分
な
心
遣
い
を
持
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　
私
も
、
過
去
六
年
間
老
人
交
通
安
全

推
進
員
と
し
て
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
最
初
の
こ
ろ
と
現
在
を
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
左
側
歩
行
の
お
年
寄
り

が
た
い
へ
ん
少
な
く
な
っ
た
な
あ
、
と

感
じ
て
い
ま
す
。
で
も
、
雪
国
に
は
特

殊
情
況
の
道
路
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

高
倉
や
白
倉
の
道
路
は
、
右
側
歩
行
を

し
な
さ
い
、
と
は
い
わ
れ
ま
せ
ん
。
な

だ
れ
、
地
す
べ
り
の
心
配
が
あ
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
添
っ
た
歩

行
で
臨
機
応
変
に
道
路
の
ま
ん
中
を
歩

い
て
も
よ
い
、
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
区
で
運
行
さ
れ
る
方
は
、

よ
ろ
し
く
配
慮
し
運
転
願
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
年
寄
り
と
子
供
は
、
運
転

者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
危
険
人
物
で
す
。

人
生
の
終
着
駅
に
近
い
旅
路
の
老
人
が
、

交
通
事
故
で
到
着
し
な
い
よ
う
、
さ
せ

な
い
よ
う
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
視
聴

覚
教
育
な
ど
を
通
し
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
か
ら
も
今
後
い
っ
そ
う
の

配
慮
運
転
で
助
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
老
人
交
通
安
全
推
進
員
）

」
．
。
、
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．
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％
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の
で
す
。
夕
食
の
し
た
く
も
で
き
て
、

交
通
事
故
の
悲
し
さ

人
身
事
故
ゼ
ロ
の
町
に

上
野

大

　
交
通
安
全
は
世
界
の
願
い
、
と
い
う

標
語
が
で
き
て
か
ら
も
う
何
年
も
過
ぎ

て
、
交
通
事
故
に
対
す
る
国
民
の
関
心

は
高
ま
る
ば
か
り
な
の
に
、
交
通
事
故

の
件
数
は
毎
年
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
は
人
の
事
で
あ
る
か

鳥由四
」

美

幸
さ
ん

の
よ
う
に
多
く
の
人
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
家
だ
け
は
、
絶
対
に
交
通
事
故

な
ど
起
こ
さ
な
い
し
、
あ
わ
な
い
と
確

信
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
の

家
で
も
昭
和
五
十
四
年
十
月
に
父
が
交

通
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
日
、
初
め
て
交
通
事
故
の
恐
ろ

灘

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
日
曜
日
で
、
家
で
は
う
す

ひ
き
が
終
わ
り
、
米
出
し
に
行
く
日
で

し
た
。
私
は
朝
か
ら
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

と
先
生
と
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行
き
ま

し
た
。
そ
し
て
楽
し
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

も
終
わ
り
、
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

父
や
祖
父
が
く
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
夕
食
で
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行

っ
た
と
き
の
で
き
ご
と
の
話
に
花
が
咲

く
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、
急
に
「
キ

キ
ッ
ド
カ
ン
」
と
も
の
す
ご
い
音
が
外

か
ら
聞
こ
え
ま
し
た
。
何
の
音
だ
ろ
う

と
好
奇
心
が
わ
い
て
き
て
外
へ
出
て
み

ま
し
た
。
道
路
の
方
へ
は
、
も
う
近
所

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
何
や
ら
話
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
友
だ
ち
の
と
こ
ろ

へ
行
き
「
お
っ
か
な
い
ね
エ
」
と
い
っ

て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
近
所
の
お
ば
さ
ん
が
「
あ
の
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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＼う
ん
機
、
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
ち
の
じ
ゃ
な

い
の
、
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん
ち
の
お
父
さ
ん

が
ケ
ガ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
い
い

ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
ふ
き
つ
な
予

感
が
し
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
耕
う

ん
機
は
す
ご
い
か
っ
こ
う
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
確
か
に
私
の
家
の
耕
う
ん
機

で
し
た
。
そ
れ
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
も
先

に
父
が
た
お
れ
て
い
て
、
祖
父
が
頭
か

ら
血
が
で
て
い
る
の
を
タ
オ
ル
で
お
さ

え
て
い
ま
し
た
。
も
う
足
は
ガ
ク
ガ
ク

ふ
る
え
て
、
今
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妹
は
泣
い
て

し
ま
う
し
、
も
う
何
が
何
だ
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く

救
急
車
が
き
て
十
日
町
病
院
へ
運
ば
れ

ま
し
た
。
父
は
次
の
日
ま
で
気
が
付
か

ず
、
病
院
で
母
に
「
こ
こ
は
ど
こ
か
、

ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
だ
」
と
聞
い

た
そ
う
で
す
。
自
分
の
ケ
ガ
な
ど
は
ま

だ
分
か
ら
ず
、
体
も
自
分
で
は
動
か
さ

れ
な
い
状
態
で
し
た
。

　
こ
の
事
故
の
た
め
、
私
の
家
で
は
母

が
病
院
に
父
の
つ
き
そ
い
に
行
っ
た
た

め
、
私
た
ち
姉
妹
で
は
生
活
が
で
き
な

い
の
で
、
親
せ
き
の
家
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
同
情

し
て
親
切
に
何
で
も
や
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
い
く
ら
親
切
に
し
て
い
た

だ
い
て
も
、
や
は
り
自
分
の
家
に
い
る

よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
ず
、
た
い
へ
ん

苦
労
し
ま
し
た
。
一
日
や
二
日
な
ら
よ

い
の
で
す
が
、
つ
き
そ
い
が
一
か
月
く

ら
い
で
、
入
院
が
七
十
日
で
す
。
こ
ん

な
長
期
の
入
院
は
私
の
家
で
は
初
め
て

だ
し
、
私
た
ち
も
人
の
家
で
の
生
活
は

初
め
て
で
、
妹
な
ど
は
と
き
ど
き
泣
き

出
し
た
り
し
て
困
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
大
事
故
に
な
っ
た
の
も
、
原

因
は
相
手
方
の
わ
き
見
運
転
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
わ
き
見

で
も
、
車
は
速
い
の
で
、
気
が
付
い
た

と
き
は
も
う
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
悲
し
い
事
故
の
被
害
は
、
私
た

ち
だ
け
で
終
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
川
西
町
で
は
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
が

五
百
日
で
残
念
な
が
ら
ス
ト
ッ
プ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
五
百

日
と
い
わ
ず
、
千
日
、
二
千
日
と
記
録

を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
ば
か
り
で
な
く
、
人
身
事
故

ゼ
ロ
日
運
動
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
協
力
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
明
る
い
町
に
な
る
よ
う
、
心
か
ら
望

ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
（
川
西
中
一
年
）
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交
通
事
故
防
止
は

　
　
家
庭
で
の
話
し
合
い
か
ら

根
深
藤
田
寿
美
江
さ
ん

　
世
の
中
が
豊
か
に
な
っ
て
、
年
々
車

の
台
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
私
の
部

落
で
も
一
軒
に
一
台
は
置
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
も
外
に
仕
事

を
持
つ
人
が
多
く
な
り
、
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
の
姿
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
時
期
は
「
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

を
見
た
ら
注
意
せ
よ
」
と
警
戒
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
故
を
起
こ

す
数
は
男
性
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
　
「
自
分
だ
け
は
絶
対
に
事
故

を
起
こ
さ
な
い
」
と
だ
れ
し
も
思
っ
て

い
ま
す
が
、
絶
対
と
い
う
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。
道
を
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
へ

車
が
突
っ
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
り
、

自
分
だ
け
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
い
て
も
、
災
難
は
い
つ
降

り
掛
か
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

幼
児
の
飛
び
出
し
事
故
が
一
番
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
急
に
飛
び
出
さ
れ

た
の
で
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
母
親
の
立
場
で
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
子
供
た
ち
に
交
通
指
導
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
も
過
去
に
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う

な
苦
い
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

秋
の
一
番
忙
し
い
時
期
の
で
き
ご
と
で

し
た
。
私
は
工
場
に
行
く
と
き
、
子
供

を
バ
イ
ク
に
乗
せ
て
保
育
園
ま
で
送
り

届
け
て
か
ら
出
勤
す
る
の
が
日
課
で
し

た
。
そ
の
日
も
保
育
園
に
向
か
っ
た
の

で
す
が
、
保
育
園
を
目
の
前
に
し
て
、

右
折
し
よ
う
と
思
い
事
故
に
遭
っ
た
の

で
す
。
　
「
あ
っ
」
と
思
う
一
瞬
の
で
き

ご
と
で
し
た
。
大
き
な
車
の
前
に
投
げ

出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
子
供

は
す
り
傷
で
す
み
ま
し
た
が
、
私
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
け
て
い
な
い
の
で
打
撲

傷
と
な
り
、
手
が
す
り
む
か
れ
、
顔
は

は
れ
あ
が
っ
た
り
で
、
お
岩
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
で
分
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
自
分
で
は
ウ
イ
ン
カ

ー
を
出
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
出
し

て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
車
に
は
ね
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

近
所
の
人
た
ち
が
大
ぜ
い
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ケ
ガ
を
心
配
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
子
供
の
世
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
り
で
、
ほ
ん
と
う
に
た
い

へ
ん
な
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
に
た
い
へ
ん
迷
惑
を
お
か
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
人
々
の
親
切
が
こ
れ

ほ
ど
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
ケ

ガ
は
軽
か
っ
た
は
ず
で
す
。
事
故
に
遭

う
よ
う
な
と
き
は
ど
こ
か
が
抜
け
て
い

る
の
で
す
。
主
婦
に
と
っ
て
朝
は
分
刻

み
の
戦
場
で
す
。
そ
う
じ
や
炊
事
の
ほ

か
に
子
供
の
世
話
で
て
ん
て
こ
ま
い
で

す
。
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
気
持
ち
が

荒
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
被
害
者
で
あ
る
私
の
家
族
は
み
ん
な

が
苦
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
加
害
者

も
ま
た
同
じ
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
の
不
注
意
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
た
い
へ
ん
心
配
し
て
い
た
だ
き
、

出
勤
前
の
寸
時
を
み
て
は
見
舞
い
に
立

ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ち
ょ
つ

と
し
た
不
注
意
に
よ
り
、
多
く
の
方
々

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
・
つ
。

　
子
供
は
今
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、

あ
の
と
き
の
い
ま
わ
し
い
で
き
ご
と
は

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
　
「
母
ち
ゃ
ん
か
ら

バ
イ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
交
通
事
故

に
遭
っ
た
こ
と
が
あ
る
ね
」
と
い
い
ま

す
。
幼
な
か
っ
た
子
供
も
恐
ろ
し
さ
が

身
に
し
み
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
　
「
ご

め
ん
ね
、
母
ち
ゃ
ん
が
悪
か
っ
た
ね
」

と
事
故
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
た
び

に
「
気
を
付
け
る
ん
だ
よ
」
と
心
に
い

い
聞
か
せ
警
告
し
て
い
ま
す
。

　
先
に
皆
さ
ん
か
ら
買
っ
て
い
た
だ
い

た
ワ
ッ
ペ
ン
は
運
転
免
許
証
同
様
い
つ

も
身
に
つ
け
て
利
用
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
飲
酒
運
転
は
未
然
に
防
げ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
全
国
交
通
安
全
母
の

会
か
ら
の
か
わ
い
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
多

く
の
方
々
か
ら
買
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
交
通
事
故
防

止
は
家
庭
で
の
話
し
合
い
か
ら
で
す
。
・

　
　
　
（
交
通
安
全
母
の
会
会
員
）
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計55年度

3，489万円の黒字

県支出金

　375，410千円

　　14．4％

稠
％

債
卿

　
　
　
　

町
3
3

国庫支出金
261，300千1

10．0％

い
皿
　
昭
和
五
十
五
年
度
の
会
計
決
算
が
済
み
ま
し
た
。

り

㎜
今
回
は
、
一
般
会
計
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

　

…
せ
し
ま
す
。

ロ

…
　
決
算
額
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
四
・

　

…
二
％
、
歳
出
で
は
三
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

　

…
二
年
続
け
て
前
年
度
決
算
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ロ

…
　
歳
入
の
構
成
比
で
は
、
町
税
が
一
四
・
○
％
で
前

ロ

…
年
度
の
一
一
・
五
％
第
五
位
か
ら
第
三
位
に
な
っ
て

　

…
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
譲
渡
所
得
や
料
金
改
定
に
伴
う

　

…
電
気
税
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。
ト
ッ
プ

い
…
の
地
方
交
付
税
は
三
九
・
二
％
で
す
が
、
豪
雪
に
よ

…
る
特
別
交
付
税
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
町
の
借
金
で

ロ

…
あ
る
町
債
の
占
め
る
割
合
は
一
二
・
八
％
で
す
。

に
…
　
一
方
、
歳
出
で
は
、
公
債
費
が
前
年
度
対
比
二
〇

ロ

…
・
五
％
の
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
逆
に
伸
び

い
…
率
が
下
回
っ
た
も
の
で
目
だ
つ
の
は
、
災
害
復
旧
費

ロ

…
の
六
二
・
七
％
の
減
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
五
十

り
皿
三
年
の
「
六
・
二
六
梅
雨
前
線
豪
雪
災
害
」
の
復
旧

“●

／地方交付税財存依

、鱗。45千円源／｛

〆歳入
2，613，324

、　　千円，

　a
％
7

39．2％

　　　　　馨　　　　雛　　　擦　　鍵
　灘欝

ア　　　　　　モ

各種交付金

64，113千円

　2．5％
、噸剛顔廟”繭晦．

　
織
難
騒
懸
灘

55年度一般会計
歳入26億1，332万3，755円
歳　　出25億7，842万7，461円

差引黒字　　　3，489万6，294円

／
■
’

町民1人当たりの、

税金　　　　　　　～
　　　　　　　1

町民槻79・円1

固定資産税19．060円

499円

※500万円以上の項目を
　拾いました。

▼仁田農村公園

農林水産業費
　401，503千円（15．6％）

軽自動車税

たばこ消費税2，253円

　　　　　　　　ヲ電気税1，657円1

木材引取税7円i

塗
韮
『
　
§
｛
玉
隔
－
垂
9
メ
讐

▼干手小・体育館

計36，266円ム
ロ

公　　債　　費

　　245，506干円（9．5％）

レ元金110．830〉利子134．530

レ基盤整備事業補助金10，000）・

水田利用再編対策補助金等7，256

》新農構近代化施設整備事業補

助金42，879》土地基盤整備事業

費補助金39，721〉農地流動化奨

励金6，652レモデル道路整備工事

67，424　〉フラッシュ施設工事

18，115》仁田農村公園整備工事

10，695）・村道開設工事21，180

防　　費

91，167千円（3・5％）

肖㍉馬
！

諸支出金
　　　18，650千円（0．7％）

》教員住宅譲受代金18，650

》広域消防負担金83，953

商　工　　費
　　　27，439千円（1，1％）

　レ町営駐車場舗装工事7，500

　〉地方産業育成資金貸付金8，000

嗣

鵠

蝦
　
　灘
難

縣
鰍

鱗　
磁

　
騨

教　　育　　費

　　　503，414千円（19．5％）

　1〉千手小学校体育館・食堂設計

管理7，845》同建設工事252，000

災害復旧費
　　93，873・千円（3．7％）

　1〉農地農業用施設67件63，083

　1〉公共土木施設17件15，097

土　木　費
　　　338，269千円（13．1％）

　》国県道工事費負担金23，110〉

　町道補修等工事9，999〉道路改良

　工事31，409〉舗装工事45，艇0〉

　改良舗装工事19，170〉補償費

　5，440レ防雪対策工事38，496レ特

　改四種工事5，580〉建設機械車庫

　工事35，700》浄土川改修工事

　8，570
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り　

り
…
が
前
年
度
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

サ

皿
で
、
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
四
〇
・
九
％

り

皿
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
二
二
・
七
％
減
っ
て
い
ま
す
。

ロ

…
町
債
の
五
十
五
年
度
末
借
入
残
高
は
二
十
一
億
九
千

　

…
万
円
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

の

｝
　
実
質
収
支
の
黒
字
が
三
千
四
百
八
十
九
万
六
千
円

り

…
余
り
出
て
い
ま
す
。
　
「
五
六
豪
雪
」
に
よ
る
大
き
な

ロ

…
支
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
黒
字
と
な
っ

ロ

…
た
こ
と
は
、
経
費
の
節
減
に
極
力
努
め
た
も
の
と
評

の

…
価
で
き
ま
す
。

じ

『
●
．
9
0
0
0
曜
O
O
I
・
・
．
．
8
1
9
・
i
g
O
O
・
O
．
O
．
9
0
3
●
・
腰
l
I
．
・
D
O
9
，
9
0
0
9
0
0
0
・
・
．
・
・
9
・

一噸臨曲薩㊥

こ

　
昭
和
五
十
七
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。　
初
雪
が
早
か
っ
た
の
で
、
ま
た
も
、

昨
年
の
よ
う
な
大
雪
に
な
る
の
か
と
、

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
は
穏
や
か
な
新
年
で
す
。

　
「
初
雪
の
早
い
と
き
は
あ
ま
り
大
雪

に
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
　
　
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
ど
う
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

ん
消
防
出
初
め
式

　
せ
　
　
　
　
消
防
出
初
め
式
が
六
日
に
行
わ
れ
ま

　
ま
　
え
し
た
。

，
見
　
こ
の
日
は
、
一
、
二
分
団
（
千
手
地

灘
が
区
）
と
四
分
団
（
橘
地
区
）
で
式
が
あ

　
雪
　
よ
り
ま
し
た
が
、
千
手
神
社
境
内
で
行
わ

　
ご
　
に
れ
た
一
、
二
分
団
の
ほ
う
へ
行
っ
て
み

．
内
ま
し
た
。
二
日
に
は
栄
町
で
ボ
ヤ
が
出

　
境
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
無
火
災
に

　
　
　
と
、
み
ん
な
で
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　　v　町民1人当たり

　　　　256，330円

会　　費

43，584干円（1．7％）

義…口

総　　務　　費
　　　　　384，591千円（14．9％）

》中子地区土地購入費40，229岡

民プール用地購入費21，533

歯
の
矯
正
は

　
　
早
い
う
ち
に
医
師
に
相
談

　
新
大
歯
学
部
付
属
病
院
長
花
田
教
授

を
お
迎
え
し
て
、
先
月
十
九
日
に
役
場

の
議
場
で
歯
の
矯
正
治
療
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
百
人
ほ
ど
の
方
々
は
、
ス

ラ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
お
話
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
早
い
う
ち
に
医
師
に
相
談
す
れ
ば
、

短
期
間
で
治
療
で
き
る
し
、
費
用
も
少

な
く
て
済
む
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
珪
翅

　
　
　
、
．
織
『

灘
灘
、

鞭
、
驚

縮
．
鞭

鑓
騨
鎌
嫌
懸
嚇
鑛
幣

花田教授です

民　　生　　費

　　　　299，020千円（11．6％）

レなかまの家福祉会補助金7，280

峰医療費扶助金54，771

なかまの家の
　　クリスマス・忘年会

　先月19日、総合センターでは、

なかまの家のクリスマス・忘年会

が行われていました。4月には新

しいなかまの家が中子にオープン

します。

衛　　生　　費
　　　　　130，865千円（5．1％）

　〉衛生施設組合負担金40，550　）・

　歯科診療所会計繰出金11，611　）・

簡易水道事業特別会計繰出金

　13，700　レ水道事業会計繰出金

　10，700〉各種検診等委託料5，415

一％）

働　　費

　　546千円（

労

県
ス
キ
ー
連
盟
が

小
林
雄
三
郎
雇
を
表
彰

昨
年
は
、
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟
が
で

き
て
か
ら
五
十
年
目
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
ス

キ
ー
連
盟
で
は
、
十
一
月

の
末
に
長
岡
市
で
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

　
席
上
、
小
林
雄
三
郎
さ

ん
（
木
島
町
）
が
ス
キ
ー

競
技
者
と
し
て
優
秀
な
成

績
を
あ
げ
た
功
績
を
た
た

え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

友情出演も

た
。　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
二
士
二
年
の
国

体
（
長
野
県
・
野
沢
で
の
）
で
複
合
競

技
（
ジ
ャ
ン
プ
と
距
離
）
に
優
勝
す
る

な
ど
数
々
の
栄
光
を
残
し
て
い
ま
す
。

蜘削．ン　　　　　　　　翻■■1■

表彰状を手に小林さん
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　o　　　　　．醐翻．　　　　　Go

電線に注意しましょう

　　　　　　 、＿．ム
。
一

，－　、ム」

趣第

霧褻
》切れた電線冬

　ないでくださ

》切れた電線を

　電力へお知ら

●十日町営業所

g真人出張所

》雪おろしには

　さい。

た電線やトランスには触れ

でください。

た電線を見つけた方は東北

へお知らせください。

町営業所費02575－2－3107

出張所　魯02588－6－3015

ろしには十分注意してくだ

停電の　蜘
　わ艇ρうせ

・2月5日　（金）／正午から

午後4時まで、坪山・霜条

　・鶴吉．

・
高
橋
賢
治
さ
ん
（
田
戸
）
か
ら
、
せ

ん
べ
い
焼
機
二
組

・
高
橋
久
蔵
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、
火

事
場
の
火
の
粉
よ
け

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

愛
称
審
査
結
果

　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
の
愛
称
は
、
九
十
一
人
、
百
三
十
三

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
審
査
の

結
果
、
入
選
は
該
当
な
し
と
な
り
、
現

在
検
討
中
で
す
。

　
審
査
結
果

◇
入
選
該
当
な
し

◇
佳
作
　
　
「
サ
ン
ト
ピ
ア
」
　
星
名
隆

　
之
さ
ん
（
霜
条
）

◇
佳
作
　
　
「
十
日
町
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」

　
上
村
友
治
さ
ん
（
新
座
）

※
「
十
日
町
シ
テ
ィ
　
プ
ラ
ザ
」
は
、

ほ
か
に
一
点
あ
り
、
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
し
た
。

十
日
町
高
校

　
定
時
制
中
心
校
で

生

・
募
集
人
員

・
願
書
受
付

徒
募
集

普
通
科
一
学
年
四
十
人

二
月
一
日
か
ら
二
月
八

日
正
午
ま
で

・
出
願
手
続
　
入
学
願
書
・
受
験
票
・

調
査
書
・
入
学
考
査
料
（
三
百
五
十

円
）
を
在
学
（
出
身
）
中
学
校
長
を

経
て
、
十
日
町
高
等
学
校
長
へ
提
出

・
入
学
試
験
日
　
三
月
十
七
日
（
水
）

・
そ
の
他
　
①
入
学
後
、
年
間
所
得
百

二
十
万
円
未
満
の
人
に
は
、
国
が
卒

業
ま
で
の
四
年
間
、
修
学
奨
励
金
と

し
て
、
毎
月
七
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

②
以
前
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
も

歓
迎
し
ま
す
。
③
詳
し
く
は
、
十
日

町
高
校
定
時
制
中
心
校
へ
（
a
O
二

五
七
五
－
二
⊥
二
五
七
五
、
三
五
七

六
）

一第60回一
全国商工会

　珠算検定試験
◇試験日　2月14日（日）午前9

　時から

◇試験場　川西町商工会館、仙田

　小学校

◇種目　1、2、3、の各級・乗算、除

　算、見取算、伝票算　4（一8の

　各級・乗算、除算、見堪鼻

◇受験料　　1級1，000円、2級800円

　3級600円、4、5、6級500円、7、8級

　400円

◇申込場所　川西町商工会館

◇申込受付　1月14日まで、申込

　書に受験料を添えてお申し込み

　ください。

◇合格者には通商産業大臣の合格

　証書が授与されます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ゑ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　

わ
し
の
　
　
撫
、

　
　
　
　
　
自
｝
慢
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
㌧
ぺ
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ら

唇
雛
遷
黄
景
焔
鷲
愚
簿
悪
難
咋
魚
マ

日
本
画
に

　
　
凝
っ
て
い
ま
す

　
　
　
岩
瀬
登
坂
三
吉
さ
ん

　
　
登
坂
さ
ん
が
日
本
画
に
真
剣
に
取

　
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
五
、

　
六
年
ほ
ど
前
か
ら
だ
と
い
う
。

　
　
た
か
さ
ご
の
掛
け
軸
が
床
の
間
に

　
飾
っ
て
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
り
っ

　
ぱ
な
で
き
ば
え
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ

　
の
は
ず
、
登
坂
さ
ん
は
画
家
の
血
を

　
引
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
　
そ
も
そ
も
、
日
本
画
を
描
き
始
め

　
た
の
は
、
こ
の
道
の
大
家
で
あ
る
東

　
村
山
市
に
住
む
兄
さ
ん
（
佐
藤
善
松

　
さ
ん
）
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
兄
さ
ん
は
大
工
だ
っ
た
が
、
今
で

　
は
絵
を
描
く
の
が
本
業
ら
し
い
。
日

　
本
美
術
院
展
に
出
　
　
　
掛
け
軸

　
品
し
て
、
た
び
た

び
入
選
も
し
て
い

る
。
　
こ
の
よ
う
な
人

が
先
生
で
、
し
か

も
血
を
引
い
て
い

る
の
だ
か
ら
上
達

す
る
の
は
当
然
の

こ
と
か
も
知
れ
な

い
。

　
「
年
に
一
回
、
一
週
間
く
ら
い
石

打
の
湯
治
場
で
い
っ
し
ょ
に
な
る
の

で
、
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
て
エ
」

　
家
業
が
あ
る
の
で
、
勉
強
は
夜
が

主
体
に
な
る
。
　
「
花
鳥
画
法
十
ニ
カ

月
」
　
「
彩
墨
画
法
十
二
ヵ
月
」
な
ど

の
専
門
書
も
集
め
て
研
究
し
て
い
る
。

　
「
風
景
か
ら
始
め
て
人
物
に
移
る

の
が
ほ
ん
と
う
だ
が
、
私
の
場
合
は

た
か
さ
ご
や
七
福
神
が
先
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
そ
オ
」

　
こ
れ
か
ら
は
暇
を
み
つ
け
て
は
方

方
へ
出
か
け
、
写
生
を
し
た
い
と
い

）
つ
。
　
「
風
景
に
鳥
が
か
ら
ん
だ
掛
け
軸

を
描
き
た
い
と
思
う
て
エ
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
た
。

　
登
坂
さ
ん
は
絵
の
ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
の
趣
昧
が
あ
り
、
は
く
製
も
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
家
の
中
に

は
、
た
ぬ
き
や
き
じ
が
整
然
と
並
べ

て
あ
っ
た
。

は
く
製
と
も
自
作
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次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
馬
場
光
雄
さ
ん
（
元
町
）
か
ら
十
万

　
円

囹
老
人
福
祉
の
た
め
に
と

※
野
沢
肇
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
二
万
円

※
丸
山
誠
一
さ
ん
（
原
田
）
か
ら
五
万

　
円
※
南
雲
藤
平
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
一

　
万
五
千
円

囹
一
般
寄
付
金

※
丸
山
工
務
所
か
ら
百
万
円

囹
交
通
安
全
の
た
め
に
と

※
龍
巳
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら
一
万
円

囹
な
か
ま
の
家
建
設
・
運
営
資
金
に
と

※
十
日
町
地
区
婦
人
会
か
ら
二
万
円

※
十
日
町
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
（
会

　
長
．
柳
実
さ
ん
）
か
ら
一
二
十
万
円

※
空
き
缶
募
金
と
し
て
関
口
潔
さ
ん

　
（
千
手
小
）
か
ら
一
万
三
千
三
百
九

十
六
円

※
十
日
町
市
・
中
魚
沼
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

　
ー
ル
実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
柳
実

　
さ
ん
）
か
ら
二
十
三
万
六
千
円

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
…
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
中
島
町
・
柳
沢
恒
一
、
○
山
野
田
・

小
林
辰
雄
、
○
発
電
所
通
西
・
須
藤
荘

一
、
○
発
電
所
通
東
・
田
中
峯
吉
、
○

永
久
公
舎
・
南
雲
直
幸
、
○
栄
町
・
西

方
敏
夫
、
○
山
野
田
住
宅
・
浅
川
啓
一
、

○
県
営
住
宅
・
清
水
賢
司
、
○
朝
日
町

．
畠
山
一
久
、
〇
四
郎
兼
・
渡
辺
賢
一
、

○
東
善
寺
・
瀬
賀
良
治
、
○
上
町
・
藤

巻
晃
、
中
央
町
・
吉
楽
常
作
、
○
田
中

町
．
木
村
敏
行
、
○
神
社
町
・
小
海
博
、

9
字
校
町
・
高
橋
昭
二
、
○
中
屋
敷
・

茂
野
軍
二
、
○
寺
尾
・
大
井
佐
市
、
○

木
島
町
・
平
野
政
利
、
○
沖
立
・
数
藤

伸
治
、
○
伊
友
・
星
名
忠
夫
、
○
高
原

田
．
高
橋
正
雄
、
○
坪
山
・
中
村
健
一
、

○
霜
条
・
星
名
昭
次
、
○
鶴
吉
・
渡
辺

勉
、
○
木
島
公
舎
・
佐
藤
重
人

【
上
野
地
区
】

○
上
野
・
松
沢
真
、
○
新
町
新
田
・
丸

山
和
夫
、
〇
三
領
・
南
雲
金
太
郎
、
○

小
根
岸
・
小
海
敬
太
郎

【
橘
地
区
】

○
木
落
・
羽
鳥
欣
一
、
○
寺
ケ
崎
・
高

津
冨
士
男
、
○
塩
辛
・
藤
巻
英
一
、
○

仁
田
．
秦
野
巳
甥
、
○
野
口
・
滋
野
薫

良
、
○
原
田
・
丸
山
亥
助
、
○
根
深
・

丸
山
新
平
、
○
下
原
・
田
中
久
義
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晴
内
謬

黒超＼　
　
　
巴
覧
、
　
　
　
、
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
9
1
1
、
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
8
鳳
艦
、
、

〈
体
育
館
の
雄
姿

一
…
．
雪
二
｛
．
．
．
一
．
ξ
葡
．
．
．
．
9
三
．
駒
騨
．
．
噌
毫
．
．
．
．
三
一
一
．
．
一
三
三
噌
一
一
｛
一
．
．
一
．
ξ
一
…
噂
齢
三
一
一
一
．
。
ξ
．
一
．
．
一
．
｛
．
．
．
，
三
一
一
．
一
．
＝
一
三
一
噛
．
一
ξ
一
廟
．
．
9
一
…
…
．
一
｛
一
．
．
3
三
一
一
．
一
。
一
…
…
ξ
一
峯
」
一
㌔
一
。
｛
一
一
一
一
一
三
一
…
一
一
…
一
～

正
月
三
日
の

各
地
の
模
様

　
今
回
は
、
正
月
三
日
に
各
地
を
回
っ

て
み
ま
し
た
の
で
、
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。
二
日
に
降
っ
た
雪
が
、
太
陽
に
輝

き
、
三
か
日
の
う
ち
で
は
一
番
穏
や
か

な
日
で
し
た
。

〈

赤
坂
か
ら
野
ロ
方
面
、

　
》
中
仙
田
の
バ
ス

　
　
停
で

八
海
山
を
望
む

難

灘
，

〉
小
白
倉
の
た
た
ず
ま
し、

難
・

〈
山
水
画
の
よ
う
な
風
景
（
小
脇
ト
ン
ネ
ル
付
近
）
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紬『レ

羅霧蜘 健
康
づ
く
り
三
つ
の
柱

　
皆
さ
ん
、
ご
自
分
の
健
康
に
自
信

が
あ
り
ま
す
か
。
健
康
こ
そ
最
大
の

宝
で
す
。

　
健
康
な
体
を
つ
く
る
三
つ
の
柱
は
、

一
つ
は
食
べ
る
こ
と

二
つ
に
は
体
を
動
か
す
こ
と

三
つ
に
は
休
養
を
と
る
こ
と
、
で
す
。

こ
れ
ら
の
要
素
が
毎
日
の
生
活
の
中

に
調
和
よ
く
と
れ
れ
ば
、
特
別
病
気

が
な
い
か
ぎ
り
健
康
な
生
活
が
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

一
、
食
べ
る
こ
と

　
　
　
　
　
朝
食
は
抜
い
て
い
ま
せ

　
　
　
　
　
　
、

礪
ん
か
　
昼
食
は
簡
単
に
済

ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
、
夕

食
に
ど
っ
さ
り
は
肥
り
過

ぎ
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
か
く
、
ど
こ
の
家
庭

で
も
夕
食
に
は
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
あ
る
ご
ち
そ
う
が

食
卓
に
並
ぶ
傾
向
か
と
思

い
ま
す
。

　
一
日
の
ご
ち
そ
う
を
、

上
手
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
三

度
に
分
け
て
食
べ
た
い
も

の
で
す
。

　
腹
八
分
目
、
よ
く
か
ん

で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
一
口

の
ご
は
ん
を
二
十
回
か
め

ま
す
か
、
数
え
て
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　　　θ♪一一．

　　　へ磁笏

　
甘
い
も
の
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ

う
。
野
菜
や
た
ん
ぱ
く
類
は
十
分
に

食
べ
た
い
も
の
で
す
。

二
、
体
を
動
か
す
こ
と

　
自
分
の
年
齢
に
合
っ
た
運
動
を
み

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
体
操
、
縄
と
び
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
歩
く
こ
と
、
な
ど
。
三
日

坊
主
は
い
け
ま
せ
ん
。
毎
日
続
け
ら

れ
る
も
の
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
日
常
生
活
は
、
で
き
る
だ
け
活
動

的
に
し
、
見
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
休
養
を
と
る
こ
と

　
毎
日
の
生
活
は
規
則
正
し
く
し
ま

し
ょ
う
。
早
寝
の
習
慣
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
平
均
八
時
間
く
ら
い
は
ゆ

っ
く
り
寝
ま
し
ょ
う
。
昼
寝
は
体
に

い
い
こ
と
で
す
。

　
休
日
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
浴
は
疲
れ
が
取
り
除
か
れ
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は
、
以
上
三
つ
の
柱

か
ら
で
す
。

骸
隊
蓄
駿
犠
き
膿

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
名
骸
骸
膿
犠
骸
骸
接
犠
犠
骸
膿

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

南
雲
昌
裕

尾
身
麻
美

柄
澤
秀
範

小
林
理

押
木
美
穂
子

金
子
早
苗

太
田
記
央

榮博哲崔敏正晃
　　　　雄夫

長二長長ニニ長
男女女男男女男

長
男
東
善
寺

二
女
発
電
所
通
沖
立

木
島
町
元
町
岩
瀬

中
島
町

　
た
か
さ
こ
ー
こ
円
満
に

（
翻
欄
鰻
建
岡
酬

（
繊
舞
君
靭
赫
潟
製

嚢
藝
ζ
敏
藻
藍
郵
客
峯
妻

　
　
　
　
　
　
　
と
き

小
わ
に
レ
　
、
疎

　
　
　
壁
咀

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
絞
る
枝
吊
り
上
ぐ
る
枝
雪
囲
い

　
一
本
の
竿
に
吊
り
上
げ
雪
囲
い

冬
囲
い
使
い
馴
れ
た
る
三
分
縄

○
上
柱
大
餅
花
を
括
り
た
る

餅
花
に
黒
光
り
し
て
上
柱

新
年
会
天
神
ば
や
し
と
い
う
歌
を

総
代
の
看
板
吊
し
注
連
飾

（
翻
講
暴

（
繊
露
鞭

野
　
口

大
阪
市
か
ら

坪
山

福
島
県
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

大
久
保
勇
治

歎江馬高押西小相登中川高
藤口場橋木山林崎坂村崎橋
忠ツトハ喜ト竹イ繁平ミ長
吉ヨ禅ク平ワ治マ松作ン榮

野
　
口

赤
　
谷

発
電
所
通

大
白
倉
赤
谷

学
校
町

中
仙
田

下
平
新
田

元
町
霜
条
元
町

小
白
倉

発
電
所
通

九八八七七七七七六六六五五
三六二九七七二一九四一七三

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉

新
し
き
晒
袋
の
柚
子
湯
か
な

軒
に
来
て
小
さ
き
影
や
三
十
三
才

姫
リ
ン
ゴ
少
な
き
に
来
て
三
十
三
才

　
　
　
小
千
谷
療
養
所
小
川
　
益
栄

注
連
飾
な
き
病
棟
の
初
日
か
な

工
事
場
の
シ
ー
ト
は
た
め
く
雪
野
原

訪
ふ
人
も
な
き
病
棟
の
師
走
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

正
月
や
千
両
床
に
位
置
を
換
え

子
の
遊
び
相
手
に
過
ぎ
し
お
正
月

手
袋
を
し
て
腓
の
手
を
い
た
わ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

門
灯
の
八
つ
手
の
光
り
反
し
け
り

腿糠雛敏轄端ぢ
“　　　　　　　

？

桑12月の交通事故発生件数ぢ
■o　　　　　　　　　　　　　　　．
“　　　　　　　　＿　qの
A　　　 累計乎
●　　　　　　　　　　　　●」し2件　数2（1）18（31）受
0　　　　　　　　　　　　6“窓傷　者1（1〉22（4⑤す
2死　者1（0）1（2）翠
2酒よい0（0〉　2（3）写
‡酒気おび0（2）18（1応
ψθ　　　　　　　　　　　 ●

2　　（）内は前年比較　　芋

緬糟糟漁撚輔茎

心
配
ご
と
相
談

・
1
月
1
3
日
…
…
…
橘
出
張
所

・
1
月
2
0
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
1
月
2
7
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
2
月
3
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

・
2
月
1
0
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
相
談
を
さ
れ
た
い
方
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
役
場
内
）
へ
あ
ら
か
じ
め
連

絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

湯
気
上
げ
て
冬
至
南
瓜
の
鮮
か
に

冬
至
の
日
と
て
柚
子
一
つ
買
い
足
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

青
刈
の
う
す
み
ど
り
な
る
注
連
を
な
う

お
だ
や
か
な
小
春
続
き
て
年
暮
る
・

年
の
瀬
や
雪
を
待
つ
人
嘆
く
人

　
　
新
春
陽
日
　
　
　
　
太
田
白
南
風

新
し
き
年
新
し
き
雪
積
る

万
象
の
さ
ま
の
新
た
に
初
明
り

初
空
の
下
雪
山
の
お
お
ら
か
に

縫
初
の
赤
き
待
針
新
し
き

薄
氷
と
い
ふ
美
し
き
こ
と
ば
か
も

雪
雲
の
広
が
り
し
ま
た
重
な
り
し

大
ひ
ら
の
雪
片
と
な
り
地
に
消
ゆ
る


